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 論文審査の結果の要旨
 腕足動物は繁栄の時代を古生代に終え,現在は主として100m以深に生息すると考えられて
 いるが日本近海は,多くの腕足動物を産し,世界的にみても腕足動物研究の絶好のフィールド
 である。しかし,従来は記載分類学的研究があるにすぎず,生物学的側面は殆んど知られてい
 ない。
 郡司幸夫提出の論文は,腕足動物の形態学的研究を通じて,一般化した形で生長に伴って変
 化していくパターンとしての生物を追及することを目的としている。この場合の形態とは,一
 般的な意味の形のみならず,生物の空間的頻度分布をも含めて形態とよび,それをつくる機構
 を構造とする「構造主義」的立場に立って,生物の形態と構造の関係を論じている。そして,
 (1)成長とともに変態する腕足動物の内腕骨のパターン,(2)成長に従って分岐する殻表の放射肋
 パターン,(3)不均質環境内で競争する腕足動物群集の空間的分布パターンを解析し,それぞれ
 のパターンを表現させた情報伝播様式としての構造のモデル化をおこない,機構としての構造
 についての議論をおこなったものである。
 (1)内腕骨の変態について日本近海に現生し,第三系,第四系からも化石として発見される
 ことの多いDallinacea超科の多くの種にみられる腕骨変態の発生学的制約を見出し,その構造
 をモデル化した。そして,そのモデルがDallinaceaにみられる発生的制約を充分説明できるこ
 とを確認している。
 (2)成長に従って分岐する殻表面の放射肋のパターンや,不均質環境下で競争する様によっ
 て構成される腕足動物群の空間分布パターンを,種ケ島周辺海域より採集した現生腕足動物の
 資料にもとづいて解析し,それぞれの情報伝播様式の具体的なモデル化をおこなった。
 これらのことにもとづいて,郡司は境界条件が内的に制約されている複雑な系である生物に
 おけるパターン形成の機構を説明した。
 これは郡司の研究成果が,従来,記載学的分類の地位にとどまっていた日本列島およびその
 周辺の化石・現生腕足動物Terebratulidaの形態学的データのもつ意味を明らかにし,腕足動物
 の進化,生態の解明に著しく貢献したものと評価される。これは郡司幸夫が自立して研究活動
 を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すものである。よって郡司幸夫提出の
 論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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